
じいじのポンカン大好き♡
徳村 友哉くん（４）

　「じいじのポンカンおいしいよ～♪」とかわいい
笑顔で宣伝してくれた友哉くん。ポンカンシーズン
は毎日、一番おいしい特秀品を２個ぐらいペロリと
食べています。「おいしいのをあげないと、食べな
くなったら困るからね。３代目を継いでくれたらいい
な」と祖父・宏さんと祖母・恵さんは願っています。
　電車や車が好きで、東洋町の線路と道路を走
行する車両「ＤＭＶ」を見つけると、「後を追いか
けて ！ 」とついて行きます。愛車のスバル・レガ
シィは昨年サンタさんに貰った宝物です。
　おしゃべりで人懐っこい友哉くんは、子どもの少
ない地域の人気者 ！  おやつやプレゼントを貰った
りと、みんなに愛されてすくすく成長しています。

いつか親父を超えたい
小原 拓さん（32）

　４人兄弟で唯一男の子の拓さんは、物心がつ
いた頃から父・耕さんと母・和加さんのナス栽培を
継ぎたいと思っていました。高知県立農業大学校
を卒業後、すぐに就農するつもりでしたが、「外の
世界も見てほしい」との両親の思いから大阪中央
青果株式会社へ就職。競売場の現場管理などを
経験しました。
　28歳で実家へ戻り、研修を経て、17アールの
ハウスで２作目を迎えます。１作目は母が手伝って
くれていましたが、今作はスピードも上がり、少し
ずつ効率的に栽培できるようになってきました。１
作目にできなかったことをクリアして、仕立て方法
など自分にあった栽培管理を模索しています。「コ
ロナ禍の就農で、他の農家と交流ができていない
ので情報交換もしていきたい。経験を積んで、い
つか親父を超えたい」と力強く話してくれました。

あき北支所
管内より

なすケーキはいかが？
（左から）浜口 富貴子さん
　　　　  小松 加枝子さん
　　　　  小松 加代子さん
　　　　  手島 裕恵さん

　お菓子を焼くいい香りとお母さん達の笑い声に包まれた安田
町の友菜館。約25年前、ＪＡ女性部と園芸女性部が「特産品を
作るために、調理設備が整った加工場を作ってほしい」と町やＪ
Ａに呼び掛けて友菜館が誕生。以来、「友菜館加工グループ」
として、お菓子やジャム、お寿司などを作ってきました。目玉商
品は、ユズ果汁などで甘く煮詰めたナスをたっぷり練りこんだ
「なすケーキ」。「ナスとは思えないフルーティーな味でおいしい」
と好評です。輝るぽーと安田のほか、地域内外からの注文やイ
ベントなどで販売。町のゆるキャラ「安田朗」が県外イベントな
どへ出る時は、約200～300個作って特産のナスをＰＲしました。
　「みんなでここに集まって、いろんな話をしながら調理するのが
楽しい」と皆さん。今はコロナ禍で注文数も減っているので、
早くＰＲできる場が増えることを願っています。

東洋支所管
内より

安田支所管内より

いつも一緒にいたいよ♪
ジョンくん（３）
飼い主：宮本 茂さん

　真っ黒でモコモコ、ぬいぐるみのような毛並みをした
プードルのジョンくん。性格は人懐っこくて、寂しがり
屋です。宮本さんご夫婦が出掛ける時、「ぼくも一緒
に行きたい ！ 」と泣いていたので、以来出掛ける時も
いつも一緒。１人でお留守番ができません。
　茂さんがハウスにいるあいだは、軽トラでお昼寝をし
て待っています。家でも、こたつの中に入って、ご夫
婦のどちらかにぴったりとくっついて離れません。「自分
達には子どもがいないから、まるで子どものようにかわ
いい」とご夫婦はジョンくんに愛情をたっぷり注いでい
ます。

とく むら　ゆう や

あき東支所管内より

お はら ひろむ

ポンカンのチラシには
友哉くんも登場 ！

徳村家の宣伝隊長です。

なすケーキ
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

ノウフク・アワード審査員特別賞
安芸市農福連携研究会

安芸営農経済センター

安芸営農経済センター

オンラインで「なす祭りin神戸」
ナス栽培や機能性ＰＲ

「高知なす」について紹介する協議会メンバー

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
消
費
拡
大
連
絡
協
議
会

と
神
果
神
戸
青
果
株
式
会
社
は
２
月
18

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
「
第
18
回
な

す
祭
り
ｉ
ｎ
神
戸
」
を
開
き
ま
し
た
。

同
社
内
の
料
理
教
室
に
通
う
一
般
消
費

者
40
人
が
参
加
。
同
地
区
が
取
り
組
む

安
心
安
全
な
野
菜
作
り
や
「
高
知
な
す
」

の
機
能
性
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
ナ
ス
生
産
者
の
尾
木
浩

子
さ
ん
が
講
師
と
な
っ
て
、
ナ
ス
栽
培

の
流
れ
や
苦
労
す
る
点
、
天
敵
昆
虫
や

ハ
チ
を
使
っ
た
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

な
ど
を
紹
介
。
同
協
議
会
が
制
作
し
た

動
画
を
活
用
し
て
、「
高
知
な
す
」
の
血

圧
改
善
効
果
や
ナ
ス
料
理
も
紹
介
し
ま

し
た
。「
な
す
の
た
た
き
」
な
ど
４
品
の

試
食
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
農
家
の
方
が
、
消
費
者
の
健
康
志
向

や
環
境
問
題
も
考
慮
し
て
努
力
し
て
い

る
の
が
分
か
っ
た
。
高
知
弁
も
温
か
く

て
良
か
っ
た
」
な
ど
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
尾
木
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の
取
り

組
み
や
『
高
知
な
す
』
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
話

し
ま
し
た
。

　

安
芸
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
大
谷
順

之
部
長
は
「
お
土
産
の
ナ
ス
や
ぽ
ん
酢

も
送
っ
て
い
る
の
で
、
県
外
の
消
費
者

へ
の
認
知
へ
つ
な
げ
た
い
」
と
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。

芸西支所地区本部

ホテルにブルースター提供

　

芸
西
支
部
園
芸
部
研
究
会
花
卉

部
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
部
会
は
１
月
か

ら
、
芸
西
村
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

土
佐
」
へ
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
の
提
供
を

開
始
。
ホ
テ
ル
内
の
カ
フ
ェ　

ロ
イ

ヤ
ル
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
へ
飾
っ
て
も

ら
い
、
宿
泊
客
へ
特
産
花
の
美
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

ピ
ュ
ア
ブ
ル
ー
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
、

お
る
き
ブ
ル
ー
の
３
品
種
を
、
部
員

８
人
が
交
代
で
１
週
間
に
２
回
持

参
。
岡
村
和
彦
部
長
は
「
ホ
テ
ル
に

は
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
少
し
で
も
力
に
な
り
た

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
提
供
は
６

月
上
旬
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

メリーガーデンで
寄せ植え楽しむ

リゾート感のある店内を彩るブルースター寄せ植えを楽しむ部員

光量子計でハウス内の光の量を計測する生産者ら

　

高
知
県
が
取
り
組
む
Ｉ
ｏ
Ｐ
ク

ラ
ウ
ド
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
を
活
用

す
る
生
産
者
で
つ
く
る
穴
内
ナ
ス

デ
ー
タ
農
業
研
究
会
は
２
月
22
日
、

安
芸
市
で
現
地
検
討
会
を
開
催
。

11
人
が
参
加
し
、
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
の
有
効
活
用
に
向
け
た
研
究
を

始
め
ま
し
た
。

　

３
人
の
ハ
ウ
ス
を
巡
回
し
、
Ｓ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
の
セ
ン
サ
ー
か
ら

収
集
し
た
環
境
デ
ー
タ
を
見
比
べ
、

実
際
の
生
育
状
況
や
樹
姿
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。
長
野
久
研
究
会

長
は
「
現
場
に
は
何
が
必
要
か
を

研
究
し
て
、
経
費
削
減
や
収
量
増

に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
は
２
月
28
日
、
安
芸
市

の
「
メ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
」
で
花
の

寄
せ
植
え
教
室
を
開
き
、
部
員
35

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
員
ら
は
、
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス

や
ア
ネ
モ
ネ
、
バ
ラ
な
ど
店
頭
に

あ
る
多
く
の
花
か
ら
自
分
好
み
の

６
種
類
程
を
セ
レ
ク
ト
。
同
店
ス

タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
円
形
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花

を
配
置
し
、
寄
せ
植
え
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
部
員
は
「
花
に
触
れ

合
う
時
間
が
と
て
も
好
き
。
寄
せ

植
え
も
楽
し
い
が
、
世
話
を
す
る

の
が
何
よ
り
も
楽
し
み
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

穴内事業所 SAWACHI
有効活用に向け研究

現場で活躍する農業就労サポーターの横山木実子さん㊨

　

安
芸
市
農
福
連
携
研
究
会
は
、
農

林
水
産
省
が
農
福
連
携
の
優
れ
た
事

例
を
表
彰
す
る
ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー

ド
２
０
２
１
に
て
、
審
査
員
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
ア
ワ
ー
ド
は
、

農
林
水
産
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

省
庁
と
関
係
団
体
が
協
力
し
て
設
立

し
た
農
福
連
携
等
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
が
主
催
。
障
が
い
者
ら
多
様
な

人
材
が
参
加
し
、
地
域
活
性
化
に
貢

献
す
る
取
り
組
み
を
募
集
し
、
25
団

体
が
各
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

安
芸
市
農
福
連
携
研
究
会
は
、
毎

月
の
定
例
会
に
よ
る
関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
、
障
が
い
者
理
解
に
向
け

た
講
演
会
、
Ｊ
Ａ
農
業
就
労
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
障
が
い
者
ケ
ア
と
農
家

支
援
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
。
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
へ
の
理
解
が

広
が
り
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
研

究
会
長
を
務
め
る
営
農
企
画
課
の
小

松
淳
課
長
は
「
受
賞
は
、
受
け
入
れ

農
家
さ
ん
の
理
解
と
熱
意
の
成
果
。

今
後
も
、
地
域
で
支
え
合
い
な
が
ら

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目

指
し
て
、
活
動
を
拡
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
、
東
京
都
で
表
彰
式
を

開
催
。
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
静
岡
県
の

京
丸
園
株
式
会
社
と
京
都
府
の
さ
ん

さ
ん
山
城
が
受
賞
し
ま
し
た
。

地区本部

「農協の森」清掃活動

清掃活動に汗を流す部員

　

女
性
部
と
青
壮
年
部
は
２
月
25

日
、
高
知
市
春
野
町
の
「
農
協
の

森
」
を
部
員
12
人
で
清
掃
し
ま
し

た
。「
農
協
の
森
」
は
、
県
内
の
Ｊ

Ａ
女
性
部
が
毎
月
清
掃
に
訪
れ
、

景
観
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

部
員
ら
は
、
落
ち
葉
で
埋
め
尽

く
さ
れ
た
森
を
丁
寧
に
掃
除
し

て
、
約
１
時
間
汗
を
流
し
ま
し
た
。

女
性
部
の
清
遠
み
か
部
長
は
「
み

ん
な
で
協
力
し
て
、
綺
麗
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

清
掃
を
続
け
て
森
を
守
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。



・
密
植
状
態
の
園
地
で
は
整
枝
・
剪
定
で

通
風
と
採
光
の
改
善
を
図
る
。

　

発
芽
初
期
以
降
の
防
除
は
、
落
弁
期
、

幼
果
期
で
す
。
特
に
果
実
に
対
す
る
感
染

を
防
止
す
る
為
に
は
落
弁
期
の
防
除
が
重

要
で
す
。
落
弁
期
は
灰
色
か
び
病
や
黒
点

病
の
防
除
時
期
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
病

気
と
同
時
防
除
で
き
る
薬
剤
で
散
布
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

【
そ
う
か
病
（
薬
剤
防
除
例
）】

４
月
中
下
旬
（
発
芽
期
）

　

デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル　
　
　

１
０
０
０
倍

　

※
皮
膚
が
か
ぶ
れ
や
す
い
の
で
注
意

５
月
下
旬
（
落
弁
期
）

　

ナ
リ
ア
Ｗ
Ｄ
Ｇ　
　
　
　

  

２
０
０
０
倍

　

フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
顆
粒
水
和
剤４

０
０
０
倍

※
灰
色
か
び
病
と
同
時
に
防
除
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安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
　

な
い
よ
う
増
や
し
ま
す
。

　
一
ヶ
月
あ
た
り
の
チ
ッ
ソ
成
分
で
７
〜

12
㎏
／
10
ア
ー
ル
を
目
安
と
し
ま
す
。

【
整
枝
・
摘
葉
】

　
一
芽
摘
芯
、
一
芽
切
り
戻
し
を
徹
底
し

て
、
過
繁
茂
や
着
果
過
多
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
過
度
な
整
枝
、
摘
葉

は
ボ
ケ
果
の
発
生
を
助
長
す
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

　

黒
枯
病
、
す
す
か
び
病
、
褐
色
腐
敗

病
、
フ
ザ
リ
ウ
ム
立
枯
病
（
発
病
株
は

ハ
ウ
ス
外
に
持
ち
出
し
て
適
正
に
処
理
）

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
、
ハ
ダ
ニ
類
、
チ
ャ
ノ
ホ

コ
リ
ダ
二
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の
防
除
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
管
理
こ
よ
み
資
料
７

参
照

【
ハ
チ
の
管
理
】

　

巣
箱
は
で
き
る
だ
け
涼
し
い
場
所
に

設
置
し
、
巣
箱
に
日
よ
け
を
行
い
ま

す
。
訪
花
活
動
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

る
か
、
適
宜
、
バ
イ
ト
マ
ー
ク
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

ナ
ス

栽
培
管
理

　

４
月
17
日
は
「
な
す
び
記
念
日
」

で
す
。
最
盛
期
の
高
品
質
、
高
収

量
の
栽
培
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

安芸営農経済センター
営農指導課
中芸ブロック
倉澤　済志

安芸営農経済センター
営農指導課
中芸ブロック
久保　巴哉

【
腐
敗
果
防
止
対
策
】

・
花
抜
き
を
徹
底
し
て
行
う
。

・
整
枝
・
摘
葉
を
適
正
に
行
う
。

・
こ
ま
め
な
換
気
・
灌
水
を
十
分
に
行
う
。

・
被
害
果
・
被
害
葉
を
ハ
ウ
ス
外
に
持

ち
出
し
て
圃
場
を
清
潔
に
保
つ
。

・
選
果
を
十
分
に
行
い
、
腐
敗
果
や
傷

果
を
混
入
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

【
温
度
管
理
】

　

日
中
は
30
℃
以
上
の
高
温
に
注
意
し

て
、
夜
温
は
15
℃
を
目
安
に
管
理
し
、

外
気
温
が
13
℃
を
超
え
る
場
合
に
は
内

張
り
を
す
か
し
、
15
℃
を
超
え
る
場
合

に
は
天
窓
を
開
け
ま
す
。
ま
た
、
急
激

な
温
度
（
湿
度
）
の
変
化
が
な
い
換
気

の
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
灌
水
・
追
肥
】

　

灌
水
は
晴
天
日
で
あ
れ
ば
、
毎
日
行

い
着
果
数
、
開
花
数
や
日
射
量
の
増
加

に
応
じ
て
、
量
ま
た
は
回
数
を
増
や
し

ま
す
。
曇
雨
天
後
の
晴
天
日
は
特
に
ボ

ケ
果
や
日
焼
け
果
が
発
生
し
や
す
い
の

で
、
早
朝
か
ら
灌
水
し
ま
す
。
施
肥
は
、

収
量
の
増
加
に
と
も
な
い
肥
切
れ
さ
せ

【
そ
う
か
病
の
防
除
】

　

そ
う
か
病
は
、
葉
や
果
実
、
枝
に
飛
び

出
し
た
病
班
や
ガ
サ
ガ
サ
し
た
か
さ
ぶ
た

状
の
病
班
が
発
生
す
る
病
気
で
す
。
特

に
、
温
州
み
か
ん
や
レ
モ
ン
等
は
そ
う
か
病

が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
品
種

で
は
し
っ
か
り
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
発
芽
期
か
ら
新
梢
伸
長
期
か
け

て
気
温
が
比
較
的
低
く
、
降
雨
量
が
多
い

と
葉
で
の
発
病
が
多
く
な
り
ま
す
。
葉
や

枝
の
病
班
は
果
実
へ
の
重
要
な
感
染
源
と

な
り
ま
す
の
で
、
発
芽
期
の
防
除
を
し
っ

か
り
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
果
実
で
は

落
弁
後
が
発
病
し
や
す
く
、
花
弁
が
落
ち

る
時
期
か
ら
７
月
下
旬
ま
で
の
降
雨
量
が

多
い
と
発
病
が
多
く
な
り
ま
す
。

【
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
発
芽
初
期
（
早
い
新
梢
が
１
㎝
程
度
）
に

し
っ
か
り
と
薬
剤
防
除
を
行
う
。

・
伝
染
源
と
な
る
の
で
罹
病
し
て
い
る
枝

や
葉
を
発
芽
期
ま
で
に
剪
除
す
る
。

・
枝
が
遅
伸
び
し
な
い
よ
う
に
窒
素
肥
料

の
や
り
過
ぎ
に
は
注
意
す
る
。

　

春
が
近
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
降
水
量
が
増
え
て
く
る
の
で
そ

う
か
病
の
防
除
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
キ
ツ 

発
芽
期
の
防
除

中
平　

智
章

守
れ
！  

東
洋
町
特
産
ポ
ン
カ
ン
！

現
状
と
課
題

　

東
洋
町
の
ポ
ン
カ
ン
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
と
並

ぶ
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
栽
培
面

積
は
約
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生
産
量
は
約
８
０
０

ト
ン
と
高
知
県
の
約
３
〜
４
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
31
年
３
月
に
振
興
セ
ン

タ
ー
が
生
産
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果

で
は
、「
後
継
者
の
確
保
育
成
」「
省
力
化
・

軽
労
化
の
推
進
」「
鳥
獣
被
害
対
策
」
の
３

つ
の
大
き
な
課
題
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
課
題
解
決
の
た
め
、
令
和

元
年
度
に
課
題
解
決
の
方
向
を
示
し
た
「
ポ

ン
カ
ン
戦
略
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

産
地
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み

　

ま
ず
、
課
題
を
具
体
的
に
解
決
す
る
た

め
、
令
和
２
年
８
月
、
生
産
者
代
表
、
行

政
、 

Ｊ
Ａ
、
鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
や
農
地

中
間
管
理
機
構
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
東

洋
町
ポ
ン
カ
ン
振
興
対
策
協
議
会
」（
以
下
、

協
議
会
）
を
立
ち
上
げ
、「
東
洋
町
ポ
ン
カ

ン
産
地
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

１　

後
継
者
の
確
保
育
成

①
指
導
農
業
者
の
確
保

　

同
年
11
月
に
は
、
町
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

篤
農
家
一
名
に
、
ポ
ン
カ
ン
生
産
者
で
は
初
め

て
と
な
る
指
導
農
業
士
に
な
っ
て
も
ら
い
、

後
継
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

②
第
三
者
継
承
の
た
め
の
産
地
Ｐ
Ｒ

　

産
地
に
町
外
か
ら
後
継
者
を
呼
び
込
む
た

め
、
東
洋
町
の
ポ
ン
カ
ン
の
す
べ
て
が
わ
か
る

協
議
会
Ｈ
Ｐ「
東
洋
町
の
ポ
ン
カ
ン
」
の
開
設

を
支
援
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、 

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
未
経
験
者
で
も
ポ

ン
カ
ン
栽
培
が
学
べ
る
農
Ｈ
Ｏ
Ｗ（
ノ
ウ
ハ
ウ
）

動
画
や
、
手
放
す
意
向
の
あ
る
園
地
物
件
情

報
、
生
産
者
主
演
の
販
促
動
画
や
鳥
獣
被
害

実
態
の
動
画
な
ど
も
公
開
し
、
産
地
を
丸
ご

と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

２　

省
力
化
・
軽
労
化
の
推
進

①
ド
ロ
ー
ン
防
除

　

２
園
地
に
お
い
て
、
各
３
回
の
ド
ロ
ー
ン
防

除
を
実
施
し
た
結
果
、
黒
点
病
防
除
効
果
は

手
散
布
に
劣
ら
な
い
こ
と
、
約
82
%
の
薬
剤

散
布
時
間
の
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。

②
低
樹
高
化
の
推
進

　

ま
た
、
第
三
者
継
承
し
や
す
い
園
地
整
備
の

一
環
と
し
て
、
低
樹
高
化
の
モ
デ
ル
樹
を
設
け
、

講
習
会
等
で
切
り
下
げ
方
法
を
紹
介
し
て
お

り
、
実
践
す
る
生
産
者
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

③
労
働
力
の
確
保

　

さ
ら
に
、
担
い
手
不
足
に
よ
る
労
働
力
不
足

解
消
の
た
め
、
農
業
求
人
情
報
サ
イ
ト
「
あ

ぐ
り
マ
ッ
チ
こ
う
ち
」
へ
の
登
録
を
支
援
し
、

令
和
３
年
度
か
ら
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

３　

鳥
獣
被
害
対
策
の
実
施

①
東
洋
町
で
の
わ
な
猟
狩
猟
免
許
試
験
の
実
施

　

新
規
狩
猟
者
確
保
の
た
め
に
県
鳥
獣
対
策

課
や
町
猟
友
会
と
連
携
し
、
町
内
で
わ
な
猟

狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
町
内
11

名
（
う
ち
ポ
ン
カ
ン
生
産
者
５
名
）
が
新
規

に
取
得
し
、
捕
獲
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

②
鳥
獣
被
害
対
策
専
門
部
門
と
の
連
携

　

ま
た
、
収
ま
ら
な
い
シ
カ
の
被
害
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
を

中
心
に
協
議
会
メ
ン
バ
ー
で
班
体
制
を
組
み
、

手
分
け
し
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
調
査
樹
約
３
５
０
０
本
の
う
ち
約
84
%

が
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。
近
年
被
害
が
大
き
い
生
産
者
に

は
事
業
等
の
提
案
を
行
い
、
ネ
ッ
ト
や
檻
を

設
置
す
る
際
に
は
専
門
員
が
正
し
い
設
置
方

法
を
直
接
指
導
し
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

現
在
、
東
洋
町
で
は
ポ
ン
カ
ン
後
継
者
候
補

と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
や

就
農
フ
ェ
ア
等
を
活
用
し
た
後
継
者
確
保
の
取

り
組
み
や
後
継
者
が
継
承
し
や
す
い
ポ
ン
カ
ン

園
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

そうか病のイボ型病斑罹病葉

ドローン防除の様子を動画で広くPR

鳥獣被害対策専門員らによる被害調査

果実での被害果

Youtube 協議会HP
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▼
今
回
は
、
お
お
き
み
特
集
へ
の
反

響
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
！  

県
内
に
は
私
た
ち
が
知
ら
な

い
、
世
界
に
誇
れ
る
農
産
物
が
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
。

高
知
に
「
お
お
き
み
」
と
い
う
イ

チ
ゴ
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
大
き
さ
、
重
さ
、
色
、

つ
や
等
ど
れ
を
と
っ
て
も
最
高
の

イ
チ
ゴ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
お
お

き
み
を
育
て
る
苦
労
が
手
に
と
る

よ
う
に
分
か
り
、一
度
食
べ
た
く
な

り
ま
し
た
。（

赤
野
事
業
所
・
64
歳
）

▼
地
域
の
若
者
や
移
住
者
を
巻
き

込
ん
で
、
東
洋
町
を
元
気
に
し
た

い
と
事
業
を
展
開
さ
れ
る
姿
勢
が

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
、
町

の
皆
さ
ん
も
応
援
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

過
疎
の
町
に
な
っ
て
き
た
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
自
分
が
先
頭
を

切
っ
て
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
く
と

語
っ
て
く
れ
た
実
業
家
の
山
下
さ

ん
。
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
頑
張
れ

頑
張
れ
。

（
東
洋
支
所
・
76
歳
）

▼
グ
ド
ラ
ッ
ク
で
の
高
知
な
す
フ
ェ

ア
、
私
は
「
高
知
な
す
と
ゴ
ロ
ゴ
ロ

野
菜
の
イ
タ
リ
ア
ン
モ
ン
ス
タ
ー
」

が
お
気
に
入
り
で
し
た
！  

す
ご
く

美
味
し
か
っ
た
で
す
。
定
番
メ
ニュ
ー

に
し
て
欲
し
い
ぐ
ら
い
で
す
。

▼
頼
も
し
い
で
す
ね
。
農
業
の
発

展
は
、
必
ず
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、一
緒
に
高
知
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

広
報
の
つ
ぶ
や
き

　

４
月
か
ら
高
知
放
送
で
始
ま
る

ミ
ニ
番
組
「
こ
れ
ぞ
！  

#
ま
っ
こ

と
高
知
の
実
家
メ
シ
」
で
は
、
み

な
さ
ん
の
「
ま
っ
こ
と
ゆ
ず
」
を

使
っ
た
実
家
メ
シ
も
募
集
中
で

す
。
レ
シ
ピ
の
書
籍
化
も
予
定
し

て
お
り
、
自
分
の
レ
シ
ピ
が
紙
面

に
載
る
チ
ャ
ン
ス
☆  

こ
れ
は
ぜ

ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す

ね
！  

高
知
県
民
は
ぽ
ん
酢
の
使

用
回
数
が
多
く
、
我
が
家
で
も
サ

ラ
ダ
や
和
え
物
、
炒
め
物
な
ど
、

毎
日
の
よ
う
に
使
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
　

 

（
竹
村
）

税務相談日 令和４年４月20日（水） あき支所３階会　　  場 10：00 ～ 16：00時　　  間

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ

令和４年５月～令和４年12月（全８回）実施期間

30名募集定員

6,000円（教材、傷害保険等）、月刊誌「ちゃぐりん」年間購読者は3,000円入  校  料

原則、安芸地区管内の小学生（１～６年）対　　  象 令和４年５月２日（月）締　　  切

お近くのＪＡ窓口までお越しください申し込み

カリキュラム

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ

チ
ク
カ
ツ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ナ

ス
メ
ニ
ュ
ー
ど
れ
も
新
し
い
で
す

ね
！  

ナ
ス
農
家
な
の
で
外
食
等

で
ナ
ス
料
理
は
め
っ
た
に
頼
み
ま

せ
ん
が…

こ
れ
は
食
べ
た
い
！

（
室
戸
支
所
・
33
歳
）

春
か
ら
県
内
の
大
学
に
進
学
し
て

地
域
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

の
で
、
県
内
の
事
を
も
っ
と
知
ろ

う
と
こ
う
ぐ
り
を
読
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
勉
強
の
一
環
と
し
て

読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
室
戸
支
所
・
18
歳
）

第17期やっぱり農 ！  いきいきちゃぐりん塾
参加者募集中 ！

５月からちゃぐりん塾がスタートします。お友だちと楽しく「食」と「農」を学びませんか？

※令和４年度から偶数月の第３水曜日へ変更になります。

※カリキュラムや開催については、状況によって変更・中止する場合があります。

日程

５月21日（土）
８：30～ 12：00

開校式
安芸市
〈バス〉

安芸市

安芸市
〈バス〉

安芸市

●バケツ苗を植えよう ！
●サツマイモを植えよう ！
●団旗を作ろう☆　　　

カリキュラム 地区

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

６月18日（土）
８：30～ 12：00

なすの収穫体験　
●農家さんの出前授業
●なすピザ作り

７月16日（土）
８：30～ 12：00

伊尾木洞探索
●あなごうに行ってみよう♪
●夏野菜の畑のお世話

８月６日（土）
８：30～ 15：00

親子ちゃぐりんフェスタ
●夏野菜の収穫
●バーベキュー
●ちゃぐりん工作など

日程

９月2４日（土）
８：30～ 12：00

芋ほり
吉良川町
〈バス〉

安芸市
〈バス〉

北川村
〈バス〉

安芸市

●西山台地で芋ほり

カリキュラム 地区

第
５
回

第
６
回

第
７
回

第
８
回

10月８日（土）
８：30～ 12：00

稲刈り
●稲刈り体験
●田んぼの生き物探検 ！

11月５日（土）
８：30～ 12：00

ゆず畑に行こう ！
●ゆずの収穫体験
●ハレの日のちらし寿司作り

12月３日（土）
８：30～ 12：30

修了式
●干支（うさぎ）のキャンドル作り
●お楽しみパーティー♪


